
クレアの詩学一一ヴィジョンと現実の間で

鈴木蓮

HughHaughtonは“…ｉｎｈｉｓｍａｔｕｒｅｗｏｒｋｈｅ（Clare）evolvesa

poeticsbasedonlocalknowledge，localdetail，thethrillof

individuationinthew6rldbeyondtheindividual''１と指摘している。本

稿では詩作に関する内省が顕著である主要な詩をとりあげて、クレアの詩学

の特徴を考察する。

詩作と自己との関係の経緯を述べた「詩の成長」（‘TheProgressof

Ryhme'）に見られるように、「粗末な服を着た私にも／上流階級の人たち

と同様、幸福になり、／詩を書く権利があるであろう」（Ｉｉｎｈｕｍｂｌｅｄｒｅｓｓ

／Mighthaveanghttohappiness／＆singaswellasgreatermen，

107-9)２という考えがクレアの詩作の励みになっていた。階級を強く意識し

ていたクレアは、幸福な生活と詩を書くことを社会的かつ政治的権利として

主張している。この主張はクレアの詩全体における極めて重要な特徴である。

この詩では、詩的霊感を擬人化し、‘poesy’と呼びかける。「しかし私がつ

ぶやくか、または声を出してうたうとき、私のまわりに／詩的霊感はあのよ

うなヴィジョンを投げ与えた」（Butpoesythatvisionflung／Ａｒｏｕｎｄ

ｍｅａｓｌｈｕｍｍｅｄｏｒｓｕｎｇ,49-50）というように､咽poesy’は主体性をもっ

た行為者として描かれる。「あのようなヴィジョン」とは、想像力が生み出

す、自然の美しいイメージの世界である。「私は鳥や蜜蜂の旋律を熱心に聴

き取り、／彼らの音楽を何度も詩に書いた」（Icaughtwitheagerearthe

strain／＆sungthemusicoeragain,141-2）という表現と、「今でも野

や森はこの世のものではないほどすばらしい、／私の真の教師である」（＆

fields＆woodsarestillasmine／Realteachersthatarealldivine，

145-6）という表現には：詩作技術の習得におけるクレアの階級意識がもた
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らした屈折が見られる。「野原が私の詩歌の本質であった」（Fieldswere

theessenceofthesong,144）という表現にも、田舎の労働者階級の無教

育と独学ゆえの屈折したクレアの自負が感じられないであろうか。「実在す

る」を含意するであろう“real'，と、それとは対照的な‘‘divine”は、自然

の美しい事物がこの現実世界に存在すると同時に、想像力が見る永遠世界に

も属することを暗示している。この二重性はクレアのすべての優れた自然詩

の基本的な特質である。自然への愛と、詩作についての「直観力」

（instinct,143）はしだいに横溢し、「ついに詩的ヴィジョンが目覚め、／私

をして詩を書きたくてたまらない状態にした。／そして詩においては、ささ

いな素描でさえ何気なく／自然の力と自然の魅力を物語っている」（Untill

thevisionwakedwithtime／＆leftmeitchingafterryhme／Where

littlepicturesidlytens／Ofnaturespowers＆naturesspens,203-6）

と述べる。これは、詩の第一義は詩人の内面よりも自然の力や魅力をうたう

"ことであるという考えを暗示している。「耳目で感受される一つ一つの事物

が／詩的霊感から楽園をつくった」（ＥａＣｈｏｂｊｅＣｔｔｏｍｙｅａｒ＆ｅｙｅ／

Madeparadiseofpoesy，227-8）ということは、楽園を想起させる自然の

事物こそが詩というものの内容であることを意味している。自然の力と魅力

はクレアに詩作を促し、「ついに想像力は、私の心の友である詩のイメージ

を／私のそばに呼び出した」（Tinfancypicturedstandingbye／My

heartscompanionpoesy,267-8）というように、クレアにとっても想像力

の働きは重要であった。

では､クレアは想像力の働きについてどう考えていたのか。「春の喜び」

（‘PleasuresofSpring'）の一節に、自己の輝かしい夢想を実現するために、

ヒバリの翼を願望する人の描写がある。その人は日の光が降り注ぐ、穏やか

な天空へと飛んでいき、「そこにある谷や山のように見えるもの」（the

seemingvales＆mountainsthere，131)、すなわち幻想を追求する。そ

の理由を次のように説明する。

Ｆｏｒｉｎｔｈｅｒａｐｔｕｒｅｓｏｆｈｉｓｗａｎｎｄｅｌｉｇht

Mansreasonkeepsitswisdomoutoｆｓｉｇｈｔ
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Leavingthesweetsoffancyrunningｗｉｌｄ
＆ｈａｌｆｒｅｍａｉｎｓａｓｈ６ｈａｔｈｂｅｅｎａ､child（133-6）

３

人が歓喜に包まれて夢想するとき、理性はそれがもっている知恵が見えなく

なり、想像力の喜びは限りなく美しい世界を生み出す。その時、理性そのも

のも半ば失われ、人はまるでこどものようになる。このような状態は、詩人

の場合、想像力の過度の働きをもたらし、理性的な現実認識を不確かなもの

にしがちであるとクレアは説いている。この箇所には、シェリーの‘Toa

Skylark，への反応が見られる。シェリーがヒバリを「霊」（spirit)３と呼

びかけるのと同じく、見えない鳥であるハタクイナを表現するのにクレアも

"spirit，，という語を用いている。

Ｈｕｎｔｗｈｅｒｅｌｗｏｕｌｄｏｒｌｉｓｔｅｎａｓｌｍｉｇｈｔ

Ｔｗａｓｈｅｒｅ＆there＆ｅｖｅｒｏｕｔｏｆｓｉｇｈｔ

Ａｖｅｒｙｓｐｉｒｉｔｔｏｍｙｗanderingthought

Heardonbutneverｔｏｂｅｓｅｅｎｏｒｃａｕｇｈｔ（175-8）

ハタクイナの姿はいくら探す努力をしても見つからないので、この鳥はまさ

に見えない鳥であると結論する。“mywanderingthought”はワーズワス

の郭公である“awanderingVoiCe''4を読者に思い出させる。クレアはこ

の鳥を探す努力を、なぜ強調しているのであろうか。そこには、ロンドンと

いう都市に閉じ込められた、ロマン派詩人を含めた文学仲間における、生き

物についての無知および注意深い自然観察の怠慢への非難が感じられる。か

れらの想像力が人間の内面に向けられる傾向をもつのとは対照的に、クレア

の想像力は精神の外の世界、すなわち生き物の生息地と、それらを取り巻く、

激しく変動する政治経済の現象に向けられている。このことは、クレアの詩

学の重要な特徴である。

しかし同時に､クレアは内面に向かう想像力の働きの長所と価値を認めて

いる｡カエル、ヘビ、ツバメ，タゲリ、キツツキ、ハタクイナ、ヤマウズ

ラの生態を描写した後、これらの生き物をつまらないものであると思い、春

がもたらす「あらゆる夢のような美しいイメージ」を感受できない詩人たち
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がいるのに反し、「自然が居心地よい場所を見つける心をもっている詩人た

ちがいる」と言う。“ｔｈｅｒｅａｒｅｓｏｍｅ／Withinwhosebosomnature

find[s］ａｈｏｍｅ”（189‐90）という表現では、自然が主体となっている。

このことは、想像力による自然への一方的な過度の働きかけは抑制されるべ

きである、というクレアの考えを示す。詩人の想像力と自然界の事実の関係

についてクレアは興味深い一節を書いている。

Anaturalistmustnotalwayslookintoapoetsfancifuldescriptions

foｒｆａｃｔｓｆｏｒｗｈｅｎｔｈｅｐｏｅｔｈａｐｐｅｎｓｔｏｆallinlovewithapastoral

chloe〈or＞Phillis＆cthedevotednightingaleisaddresｓｄｂｙｔｈｅｍａｓ
ａｌｏｖｅｒａｌｓｏ〈＆ｏｆ＞coursetheirsongslikethoseoftheｐｏｅｔｓａｒｅ
ｔｏｂｅｍａｄｅｕｐｏｆｈｏｐ<es＞＆〈wishes＞＆ｃｔｏitsfeatherdPhillises＆

chloesifthepoetsmistressfrownoｎｈｉｓｐａｓｔｏｒａｌｗｈｙｔｈｅｎｔｏｂｅ

ｓｕｒｅｔｈｅpoornightingales血stressmustfrownlikewi8e＆itssong

mustspringfromdissapointments＆sorr<CWS＞ｂｅmelancholyof

coursecloudmustobs[c]ｕｒｅｔｈｅｓｕｎ＆tempestsdiscomfortthe

landscapeｂｕｔｉｆｈｉｓｍｉｓｔｒｅｓｓｈａｐｐｅｎｔｏｓｍｉｌｅｗｈｙｔｈｅｎａｌｌｎａｔｕｒｅｉｓ

ｔｏｌｄｔｏｂｅｇａｙ＆flourishingthesearetheexpansesｏｆｆａｎｃｙ＆ｉｎ

ｐｏｅｔｒｙｔｈｅｙａｒｅａｌｌｖｅｒｙｗｅｎｂｕｔｎａtureisnotsochangableshe

caresasmuchforthepoetsinvoctaions[sic]＆hismistressasthe
weatherdoesforａｎｎｌｍ２ｍｃｋ５

この一節でクレアは、詩人たちが牧歌の世界に恋しているならば、彼らの詩

は「希望や願望」によって構成され、詩の中の「すべての自然」は「陽気で

華やかな」ものになるし、また反対に「失望や悲しみ」から生じた詩におい

ては、「風景」は「憂鯵な」ものになると、つまり、詩人の想像力と気分し

だいで詩の中の自然は変化するが、現実世界の自然は霊感を求める詩人の祈

願やミューズには関心がなく、それらの影響はあまり受けないと言う。この

言説は、ロマン派詩人たちにおいて人間精神が主体的であり過ぎたことに対

する反動、あるいはレジスタンスであるｄだが、クレアの場合においても、

想像力の働きの長所は、詩人をして歓喜のうちに、「この世ならぬ、すばら

しいヴィジョン｣、すなわちエデンの園を見させることである。この点につ

いては、「クレアはしばしば、永遠性への洞察として自然の様相を見ていた」
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こと及び、クレアが「個別の観察の中に一般的真理がひそむ」詩を書いたこ

とを指摘しておきたい｡‘

自然は詩人の精神作用によって影響を受けるべきではないという考え方は、

｢転居」（‘TheFlitting，）の中の「私の心に、その心自身のものではない歓

喜を／吹き込んだのは自然の美であった」（Twasnaturesbeautythat

inspired／Myheart,withrapturesnotitsown,117-8）という考え方

と通底している。自然の事物は人間精神から独立した存在であることが尊重

されねばならない、とクレアは考える。人間精神が主体ではなく、人間の心

に歓喜を与える自然が主体的な存在である。同様な考えは、「様々なる識別

力」（‘ShadowsofTaste'）の中の「そこでは（詩においては）自然は、事

物がもつすべての喜びと本質において／その美を人間の魂の上に投げ与える」

(Therenatureoerthesoulherbeautyflings／Inallthesweetsand

essencesofthings,59-60)にも窺われる。また「牧歌」（‘PastomlPoesy'）

の冒頭で、詩を定義し、「真の詩的霊感は言葉の中にあるのではなく、／様々

な思いを表わすイメージの中にあり、／それらのイメージによってもっとも

素朴な人びとさえも感動させられ、気高い幸福を感じる」（Truepoesyis

notinwords／Butimagesthatthoughtsexpress／Bywhichthe

simplestheartsarestirred／Toelevatedhappiness,1-4）と、さらに、

｢(詩は）すべての人に様々な感情を伝える、／いつまでも新鮮な言葉である。

／サンザシの花がそれを見るすべての人の心に／すぐに五月を感じさせるよ

うに」（[Poetryis]Alanguagethatisevergreen／Thatfeelingsunto

allimPart／Asawthomblossomssoonasseen／Givemaytoevery

heart，13-6）と言う。そして「事物のイメージが人の心にもたらされ、／

そこでは幸福な気分が／想像力について考えないことをのんきに楽しみ、／

溢れる喜びを経験する」（AnimagetothemindiSbrought／Where

happinessenjoys／Aneasythoughtlessnessofthought／＆meets

excessofjoyS，25-8）と言う。“thoughtlessnessofthought”という表

現は、想像力を働かせ、言葉を用いてつくられるイメージのことは考えない

状態を意味している。自然が人の心に与えるイメージには人間的な要素、す

なわち人間中心的な想像力というべきものがないからこそ、人はそのイメー
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ジを大変楽しいものであると感じる。詩においては、自然の事物がそれ自身

のものとしてもっている価値や本質が重視されねばならない、とクレアは主

張する｡

「転居」には、詩の女神についてかなりの言及がある。ミューズは“native

poesy"、すなわち生まれ育った場所についての詩を書くとクレアは言う。

しかしクレアの詩は衝かれた場所の個別性・特殊性を超えて、一般性・普遍

性を表わしている。「私は…根がからまったカワヤナギの大枝の上に／隠遁

者であるアカライチョウのスゲで作られた巣を見つけて、／歓喜するミュー

ズを愛する」（Ｉｌｏｖｅｔｈｅｍｕｓｅ…ｗｈｏ…feelsaraptureinherbreast

／Ｕｐｏｎtheirroot-fringedgrainstomark／Ahennitmorehenssedgy

nest，163-71）における“mark”は、詩人が自然を注意深く観察すること

の重要性を説いている。また、「…生垣の切れ目のところで立ちどまり、／

詩歌を賞賛するふりをし、／一生を通じて野の花が成長するのを、／または

森の老木をけっして注意深く見ることのない、／うわくだけの態度をとらな

いミューズを私は愛する」（Ilovethemuse…／Ｗｈｏ…pausesbythe

hedgrowgap／Notwiththataffectationpraise／Ｏｆｓｏｎｇｔｏｓｉｎｇ＆

neverｓｅｅ／Afieldflowergrowinallherdays／Oreenaforests

agedtree，177-84）における‘‘withthataffectation”という語句は、詩

が叙述すべき自然の事物についての本物の知識と本物の情動を伴わない、装っ

た、見せかけの態度を意味する。そしてこの語句によってクレアは、ワーズ

ワスの詩に感じた「彼の素朴さを装った態度」(hisaffectationsof

simplicity)７のことをあてこすっているようだ。さらに、「私はときどきあ

らゆる雑草とあらゆる生き物への愛と喜びを感じる」（Ｉｆｅｅｌａｔｔｉｍｅｓａ

ｌｏｖｅ＆joy／Ｆｏｒｅｖｅｒｙｗｅｅｄ＆everything,189-90）には、“weed”が

象徴するすべての民衆と生き物への愛が暗示されている。したがって、この

ような愛と喜びの感情は、クレアの政治的平等主義、下層階級の人々への連

帯意識、他の生き物との共生意識を表わすものである。

「転居」では、崇高についてのクレアの考え方が窺われる。ミューズが

｢黄金の弦を爪弾く」ような「尊大で誇示的な」詩歌では、都市における名

声と想像の世界が広がり、「華麗なものが崇高なものとして通っている」
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(splendourpassesforsublime，156）と感じたクレアは、「崇高の感情は

／地味な、ありふれた事物に属する」（passionsofsublimity／Belongto

plain＆simplerthings，77-8）と反論する。ダビデの時代から今日まで存

在し続ける「苔」は自然の永遠性を象徴している。崇高なものはこのような

永遠なる自然の事物の中にある。それゆえ、永遠なる自然の事物を叙述する

ことが詩の本質である、と考えたクレアは、美しい自然のイメージが詩の中

で真実のように永遠に存在するためには、詩人はどのような態度で詩を書く

べきかを思索する。

「様々 なる識別力」（‘ShadowsofTaste'）では、JohnDonneと

AlexanderPopeの詩を例に挙げて、流行によって詩の文体は様々 に変化す

ると述べた後、流行を超越し、永く後世に残る詩文において、「生き写しの

表現や息づくような言葉で／詩集のページに書き留められた心地よいイメー

ジは／聞かれ、触れられ、見られる風景となる」（Apleasingimagetoits

pageconferrｅｄ／hllivingchar5Lcter＆breathingword／Becomesa

landscapeheard＆ｆｅｌｔ＆seen，71-3）と言う。その風景のイメージは

｢真に崇高なものとしての迫真性」（truthtonatureasthetruesublime，

77）によって可能になる、とクレアは言う。このような信念に基づいて、ク

レアは自然の事物を、それ自体の価値と本質を表現するために、自然科学的

な観察態度でリアリスティックに描写する。クレアの詩におけるリアリズム

は、生き物の生息地を重要視する彼のエコロジー的自然観と繋がっている。

歓喜の状態において、詩人は「自然がもつ原初のエデン」（Natureswild

Eden，126）を想像することを好む。自然の事物の中に、エデンの園として

｢美の世界」（aworldofbeauty，127）を生み出す働きをもつ詩人の想像

力は、同時に、生態学的様相を活写するリアリズムの働きをもっている。こ

の詩には次のような一節がある。

HelovesnotflowersbecausetheyshedperfUmes

Orbutterflyesaloneforpaintedplumes

OrbirdsforsinginｇａｌｔｈｏｕｇｈＳｗｅｅｔｉｔｂｅ
Ｂｕｔｈｅｄｏｔｈｌｏｖｅｔｈｅｗｉｌｄ＆me2dowlea

Therehaththefloweritsdwellingplace＆there
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ThebutteIflyegoesdancingthroughtheair

HeloveseaChdesolateneglectedspot

Thatseemsinlabourshurryleftforgot（135-42）

詩人は、「芳香｣、「彩られた趣｣、「鳴くこと」ゆえにのみ花、蝶、鳥を愛す

るのではなく、それらの「住む場所｣、すなわち生息地ゆえにそれら生き物

を愛する。「囲い込み」の作業において、労働者が急いだため、「放置され、

荒れた場所」を詩人は愛する。詩人に当てられる‘taste’というクレアの用

語は、識別または選択しながら生息地の詩的ヴィジョンを創り出す想像力を

意味している。

「こどもの時代」（‘Childhood'）の中で、「有頂天になっているこういっ

たときに、／私たちの虚栄心は理性へとしりごみすることはなかった」

(Ourplidetoreasonwouldnotshrink／Intheseexaltedhours,105‐

6）し、「あの頃、想像の世界は真実であった」（fancythenwastrue,110）

と述べ、クレアは想像力を賛美している。だが、「おお、真実を見る眼を覆

い隠してしまう／想像力がつくりだす至福の状態はなんと心地よいことか」

(Osweettheblisswhichfancyfeigns／Ｔｏｈｉｄｅｔｈｅｅｙｅｓｏｆｔｒｕｔｈ，

405-6）という詩行において、想像力の働きには真実を見えなくする要素が

付随するというクレアの認識が読みとれる。こどもからおとなへの成長は、

現実世界をエデンのヴィジョンとして見る詩人の想像力の働きを衰退させる

とクレアは考える。「衰退、あるバラッド」（‘DecayABallad'）において、

詩心は衰退し、もはや想像力が生むヴィジョンに相応しいものではなくなり、

｢自然自身が逃げていくように思われる」（Natureherselfseemsonthe

flittin9,4）と言う。さらに“Ahcrueltimetoundecieveus”（44）と、

われわれをヴィジョンから目覚めさせる《時間》の影響力の残酷さを嘆く。

だが、「そうだ、詩心は消え去った。／そして想像力が生み出すヴィジョン

は私たちをそこから覚まさせる」（Ayepoesyhathpassedaway／＆

fancysvisionsundecieveus,61-2）と、また「つかの間の幻想を失うこと

は、なぜ私たちを悲しませねばならないのか」（whyshouldpassing

shadowsgrieveus，６４）と言う。“undecieveus”は、われわれを想像的
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真理から解放するという意味である。詩心の消滅によって、想像力によるヴィ

ジョンは私たちを思い違いから解放する。クレアは想像力によるヴィジョン

を十分経験したがゆえに、なぜ“passingshadows”の喪失を悲しまねばな

らないのかと、疑問を呈しているようだ。この疑問は、喜びを与えてくれた

想像力の衰退を嘆くものであると解釈できるが、幻影を生み出す想像力の限

界を見極めた後、その衰退を嘆く必要はないという主張であるとも解釈でき

る。また“undecieve”という語はキーツの‘OdetoaNightingale，の

"Adieu1thefancycannotcheatsoｗｅｌｌ／Ａｓｓｈｅｉｓｆａｍ，ｄｔｏｄｏ，

deceivingelf.”（73-4)8への反応であると思われる。想像力とその世界の喪

失にたいし、キーツは失望と未練を表わしているようだが、クレアはそれら

の喪失の嘆きと同時に、それらの喪失の肯定または是認を表わしている｡９

「詩の永遠性」（‘SongsEternity'）では、想像の世界に耽る夢想家たち

に向かって、「夢想家たちよ、ミツバチの羽音に耳を傾けなさい。／アダム

とイヴのために／うたわれていた歓喜の歌を／アオガラがツーツル・ティと

／うたっている樹をよく見なさい」（Dreamerslistthehoneybee／Mark

thetree／Ｗｈｅｒｅｔｈｅｂｌｕｅｃａｐｔｏｏｔｌｅｔｅｅ／Ｓｉｎｇｓａｇｌｅｅ／Ｓｕｎｇｔｏ

ａｄａｍ＆ｔｏｅｖｅ,31-5）と、生き物の生態を注意深く観察するように説得し

ている。ここには、他のロマン派の詩人たちにたいする皮肉が込められてい

る。

次にクレアの「鳥の詩」の象徴的、暗示的な意味を探ってみたい。「ナイ

ティンゲールのことを書くことにおいて、クレアは避けがたく詩のことを書

いていた｣'０とHaughtonは指摘している。「ナイティンゲールの巣」（‘The・

NightingalesNest'）の中の、「しばしば彼女の翼は歓喜してうちふるえ、

／羽根はいわば喜びのために逆立っていたし、／むせぶようにうたう歌をそ

の胸から解き放つために／口は大きく開いていた…」(Herwingswould

trembleinherextacy／＆ｆｅａｔｈｅｒｓｓｔａｎｄｏｎｅｎｄａｓ't，werewithjoy

／＆mouthwideopentoreleaseherheart／Ofitsoutsobbingsongs

…，22-5）という詩行において、想像力の働きによって生じた“extacy”や

"joy”という表現が、リアリズムから生じた“tremble"、“feathersstand

onend"、“mouthwideopen”という表現と並置され、ヴィジョンと現実
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が並存している。だが、その後の、「しかし私が茂みに触れるか、またはほ

んのちょっとでも動くと…／あの内気な鳥はハシバミの茂みをすでに去って

いて、／ふたたびうたいはじめるために少し離れたところに隠れていた」

（ButifltouchedabushorscarcelystilTed…／Thetimidbirdhad

leftthehazelbusｈ／＆atadistancehidtosingagain,28-31）にお

ける“timid”と“hid”の二語によって、クレアは想像力の働きの意義を認

めてはいるものの、リアリズムを志向していることがわかる。「－この鳥

はなんと賢いのだろう。彼女はさっと飛び出し、／危険が近くにあることを

表わす悲しい歌をうたった。そして私たちが彼女の巣に／近づいた今、彼女

は突然鳴きやんだ一自分の家の在処をうっかり／もらすかもしれない恐怖

心をまるで押し殺しているかのように」（－Howsubtleisthebirdshe

startedｏｕｔ／＆raisedaplaintivenoteofdangernigh…＆ｎｏｗｎｅａｒ

／Hernestshesuddenstops-aschoakingfear．／Thatmightbetray

herhome…，57-61）という、この鳥の生態の客観的描出はこのリアリズ

ムに基づいている。“clever"を意味する“subtle'’という語は危険を察知し、

生き残りのために巣をまもる能力を示している。このような能力があるから

こそ、この鳥は“hidden”であり、“unseen''1である。“aplaintivenote”

と“fear”はこの鳥の感情を表わしている。瞳目すべきことは、この鳥が想

像力の産物としてではなく、人間との関係の中で現実に生きている存在とし

て、その環境とともに叙述されていることである。このように見てくると、

「ナイティンゲールの巣」はクレアの詩学を表象する重要な詩である。

この詩における「無知な男の子たちが覗き見ようとは思わない場所に、／

彼らは巣をつくる」（Theynbuildwhererudeboysneverthinktolook，

５２）の“rudeboys，’はキーツやシェリーを暗示しているであろう。「ヒバ

リ」（‘TheSkyLark，）において、「こんな鳥のように翼をもつことができ

るなら、／自分たち自身、誇りがあまりにも高くなり過ぎて、／天国に苦痛

や重労働がないのと同じように、／危険のない、流れる雲の上のほかはどこ

にも巣をつくらないだろう－雲の上に巣をつくり、聞いたことや見たこと

のない場所へと世界中を飛びまわるだろう－ああ、鳥であったらなあ」

（hadtheythewing／Likesuchabirdthemselveswouldbetooproud



クレアの詩学一ヴィジョンと現実の間で １１

/＆buildonnothingbutapassingcloud／Asfreefromdangeras

theheavensarefree／Ｆｒｏｍｐａｉｎ＆toil-therewouldtheybuild＆ｂｅ

/＆Sailabouttheworldtoscenesunheard／ｏｆ＆unseen-Owhere＊

theybutabird，20-6,＊were）と男の子たちは想像する。彼らは自然に対

して「不注意で」（unheeding,１７)あり、この鳥の生態を知ろうとしないし、

雲の上に巣をつくることは荒唐無稽であるとクレアは考える。この引用箇所

で、ロマン派詩人たちが地上における「苦痛や重労働」を強いられた労働者

の実態を直視せず、砂上の楼閣のような理想主義的幻想を抱いているとクレ

アは考え、彼らを暗に郷撤しているのではないか。「危険のない、流れる雲

の上」である天上界を夢見る男の子たちに職えられたロマン派詩人たちが、

人間の搾取と自然の収奪が行われている現実を等閑にしていることをクレア

はほのめかしている。男の子たちは、まさに「笑い、想像し、通り過ぎてい

く」（smile＆fancy＆sopassalong,２８）のである。

さて、鳥とその叙述についてクレアはどのように考えていたか。「アカラ

イチヨウの巣」（‘TheMoorehensNest'）の“lessbelovedforsinging

then＊ｔｈｅtaste／Ｔｈｅｙｈａｖｅｔｏｃｈｏｏｓｅｓｕｃｈｈｏｍｅｓｕｐｏｎｔhewaste／

Richarchitects-＆then＊ｔｈｅｓｐｏｔｓｔｏｓｅｅ／Howpicturesquetheir

dwellingsmaｋｅｔｈｅｍｂｅ"(43-6,＊than）という詩行に見られるように、

クレアが鳥を愛する理由は、その鳴く声よりも、鳥がもっている、巣をつく

るための「識別力」（taste）であり、鳥の巣によって非常にピクチャレスク

になっている場所であると言う。クレアが生き物の“taste”とその生息地

を描出するのは、その場所が生き物と環境の調和を表わしているとクレアが

知覚したからである。クレアが生息地としての鳥の巣に焦点を合わせている

のは、「詩人の精神がつくる途方もない物語は、／それらの話のために、鳥

たちの住処よりも魅力的なイメージを見出せない」（Thewildromancesof

thepoetsmind／Nosweeterpicturesfortheirtalescanfind,47-8）

が示すように、鳥の巣は詩人の想像力が生み出すイメージよりも美しいと知

覚したからである。ここでもクレアは、人間中心主義に対置される事物中心

主義とよぶべき思想を提示している。

詩作において想像力が生み出すヴィジョンよりも外界の自然を重視するク
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レアは、「キアオジの巣」（‘TheYellowhammerSNest'）において、詩の

本質は人間精神の中ではなく、自然の中に存在すると主張する。

一Fiveeggspen-scribbledoverlilacshells

Resemblingwritingscrawlswhichfancyreads

Asnaturespoesy＆pastoralspells

Ｔｈｅｙａｒｅｔｈｅｙｅｌｌｏｗｈａｍｍｅｒｓ＆ｓｈｅdwells

Apoet-like-wherebrooks＆ｆｌｏｗｅｒｙｗｅｅｄｓ

ＡｓｓｗｅｅｔａｓＣａｓｔａｌｙｔｏｆａｎｃｙｓｅｅｍｓ

＆thatoldmolehilllikeasparnasshill

Onwhichherpartnerhaplysits＆dreams

Oerallhisjoyofsong-goleaveitstill

Ahappyhomeofsunshineflowers＆streams（13-22）

ライラック色の卵の殻の上に走り書きのようなものが見える。想像力はその

走り書きのようなものを自然詩や牧歌だと解釈する。想像力にとって、この

鳥の卵における小川や花をつけた雑草は美しいカスタリアのように、また古

いモグラ塚は、たぶんその上にこの鳥の連れ合いが止まり、詩歌のすべての

喜びを夢想するパルナッソス山のように思われる。この鳥はミューズに霊感

を吹き込まれ、卵の殻に自然詩や牧歌を書く詩人のようだと想像される。

｢それらの卵はキアオジの所有物である」（Theyaretheyellowhamme密）

という表現は、詩は想像力が書くものではなく、自然が書くものであるこ

と、換言すれば、詩の叙述の対象は人間の内面世界ではなく、実在する自然

の事物や生き物であることを暗示している。それゆえ、クレアは自然の事物

や生き物の存在と存続を象徴するこの鳥の「楽しい家」である生息地の安全

を願い、鳥の巣を自らの詩に描出することによって、実在する自然を永遠化

しようとしている。

「コマドリの巣」（‘TheRobinsNest'）において、鳥の巣の環境と、「囲

い込み」という開発によってそれを破壊しようとする人間の経済行為の関係

についての洞察を、クレアは次のように端的に表現している。
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．．、ｔｈｅwild

Whereoldneglectlivespatron＆befriends

Theirhomeswithsafetyswildness-wherenoughtlends

Ahandtoinjure-rootupordisturb

Thethingsofthisoldplace-thereisnocurb

OfinterestindustryorslaviSｈｇａｉｎ
Ｔｏｗａｒｗｉｔｈｎａｔｕｒｅ．．．（49-55）

1３

太古からの、自然のままの場所の動・植物を「根こそぎにするか、侵害する」

のものは人間である。そして、「自然と戦争している、／利益を追求する産

業または卑しい利得には／抑制がない」という詩行はクレアのエコロジー的

自然観の真髄を象徴するものであろう。人間は自然科学的な見方を重視しな

がら、生き物の生態系と、それを破壊する産業主義との関係を考察し、政治

経済を視野に入れながら、その調和した関係を回復すべきであることを、ク

レアはこの引用箇所によって示唆しているのではないか。

クレアの詩学についての要点は、①土地の伝統、方言、特殊性を重視する

②ロマン派の崇高、抽象、超越への内面化された探求に対して抵抗を表現し、

風景がもつ具体的な歴史的状況についての自らの認識を反映する'１③想像

力の過度の働きが生み出すヴィジョンを拒否し、外界の事物への注意を読者

に喚起する④リアリズムで描写した自然の事物の細部に、想像力が捉えたエ

デンとしての「彼の永遠の真理の世界」の象徴的意味をもたせる、と言えよ

う｡'２
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Clare，sPoetics：BetweenVisionandReality

Ren-ichiSuzuki

AbStract

AccoIdingtOHughHaughton，Claxも“evolvesapoeticsbaBedonlocal

knowledge，localdetail，thethrinofindividuationintheworldbeyondthe
individual"・Ｉｎ‘TheProgn9essofRyhme，，Ｃｌareindicatesbymean8ofthewords

"real”ａｎｄ“divine”thatthebeautifulwhichexistsinthisworldbelongs，ａｔｔｈｅ
ｓａｍｅｔｉｍｅ，ｔｏｔｈｅｖｉ８ｉｏｎｏｆｔｈｅｅｔｅｍａｌｗｏｒｌｄ・InPleasuresofSpring，，his
imaginationdealswiththeouterworld，especiallywildlife，shabitatsandsocial

andpoliticalphenomena，whiletheimaginationsofotherromanticpoetstendto
bedirectedtotheirinnerworld・Ｉｎ‘PastomlPoesy，，Claredefinespoetryand
says，“Truepoetryi8notinwords／Butimagesthatthoughtsexpress／By
whichthesimplestheartsare8tirred／Toelevatedhappiness"．Thisdefinition

seemstomeanthatpoetryshouldnotbecreatedbyanthropocentricimagination，
butbyonewhichmakeBmuchoflivingthingsandtheirownworthandnature・

Ｉｎ‘Themitting'Clarewrites,‘‘Ifeelattimesa､love＆joy／ＦｏｒｅｖｅＩｙｗｅｅｄ

＆everything"．“Weed”symbolizesthecommonpeople,ａｎｄ“thing”Symbolizesa

livingthing・Therefore，theselinesimplyCla１℃'spoliticalegalitarianismandhis
Senseofsolidaritywiththecommonpeople,alongwithhissenseofsymbiosis.’ｎ

‘ShadowsofTaste，，hebelievesthat“apleasingimage”ｃａｎｏｎｌｙｂｅｍａｄｅｂｙ
"truthtonatureasthetrueBublime"・Basedonthisbelief，Claredescribes

naturalthing8realisticallyinordertoeXpresstheirownworthandintrinsic

qualities・Hisrealismleadstoanecologicalviewofnature，ｗｉｔｈwhichhe

concentmtesonhabitat．‘DecayABanad'ｓｈｏｗｓｎｏｔｏｎｌｙｈｉｓｇｌｉｅｆｆｏｒｔｈｅｌｏｓｓof
poeticvision,butal8ohisapprovalofthatlossbecauseof“passingshadows”that．
a１℃…atedbyimagination・

Clarepersuadestheromanticpoetstoobservecarefullywildlifeandits
ecosystemin‘SongsEternity，,saying,“D１℃amexもlistthehoneybee／Markthe
tr℃e"・Ｉｎ‘TheNightingalesNest'，whileimaginationcrもatesthewOrds“extacy”
and“joy",andrealismcreates“tremble”ａｎｄ“mouthwideopen'，､A1thoughClare

appreciatesimaginationinthemakingofpoetly，ｈｅｄｅｎｉesthevi8ioncreatedby

itsexcessiveworks,consideringreJismmoreimportant､Itisremarkablethat
thenightingalei8de8cxibedaslivingtogetherwithitssurroundingBinthereal
world，notasanimaginaryvision・Ｉｎ‘TheSkyLark,，theboySare8ymbolicof
theromantiｃｐｏｅｔｓｗｈｏａｒｅ“unheeding”ｔｏnature・Clareseemstoridiculetheir

ignoranceofthecommonpeople'ｓｒもalconditionfullof“painandtoil"．‘The
MoorehensNest’ｓｈｏｗsthatClarelovesbirdsfortheir“taste”andh2bi垣t・Ｈｅ



1６ 鈴木蓮

per℃eivesthatbirdsareinhamlonywiththeirenvlronment，ａｎｄthat，ｆｏｒｔｈｉｓ
●

reason，habitatｉｓ‘‘picture8que"・Ｉｎ‘TheYellowhammer渇Nest'，Claresuggests
thatthesubjectofpoeticde8criptionshouldnotbetheｗｏｒｌｄｏｆｔｈｅｈｕｍａｎｍｉｎｄ

ｂｕｔｔｈａｔｏｆｎａtureandwildlife・Ｉｎ‘TheRobinBNest'，hesuggeststhatweshould
considertherelationbetweenwildlifbwithitsenvironmentandtheindustrial

●

societywhichhasbeendestroyingit・

ThemampointsofClare'８poeticsarea8follows：Clareadmir℃gthetradition
●

ｏｆ１℃alismintheEnglishpastoralandmakesmuChoflocalityanddialect、Thi8
indicatesClare'sresistancetotheromanticconceptionsofsublimity，abstraction，

andtranscendence，andsugge8tsthathispoetryreflectshisownrecognitionof

theconcreteandhistoricalcircumBtances，whichｉｓ，ｉｎａｗａｙ，incontrasttothe
internalizedquestsoftheromanticpoets・Ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ，ClareeXpressesa
symbolicmeaningｏｆ“hisworldofeternaltruth”ａｓａｎＥｄｅｎｉｎｔｈｅｄｅｔａｉｌｓｏｆｔｈｅ

natumlthing8thathedescribe8．
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